
[ 東京工業大学 1966 年 ３ ] 

 

1 1
1, 0, 0p q

p q
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 との大小を比較せよ。 
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p q
     より 
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p
   であり， 1p   である。 

よって 0x≧  において ´( ) 0f x   となるのは 1 1px    より 1x   

1 0p    であるから 0 1x ≦  において ´( ) 0f x  ， 1x   において ´( ) 0f x   

したがって ( )f x  は 1x   で最小値 (1) 0f   をとるので ( ) 0f x ≧  である。 

よって 
1 1px x
p q

 ≧  

 

 

 


